
　

農
業
委
員
会
改
選
に
あ
た
り
、
前
回

に
引
き
続
き
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
皆
様
も
報
道
等
で
ご
承
知
か

と
思
い
ま
す
が
、
農
業
委
員
会
を
め
ぐ

る
状
況
は
大
変
厳
し
く
、「
農
業
委
員

の
定
数
の
半
減
」「
公
選
制
の
廃
止
」「
意

見
の
公
表
・
行
政
庁
へ
の
建
議
の
法
令

か
ら
の
削
除
」
等
、
政
府
に
よ
り
農
業

委
員
会
の
改
革
が
示
さ
れ
、
来
年
の
通

常
国
会
ま
で
に
は
、
農
業
委
員
会
法
の

改
正
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
今
こ
そ
、
農
業

委
員
会
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
在
る
べ

き
か
を
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
農

業
・
農
村
の
発
展
に
向
け
て
、
農
業
委

員
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

農業委員会

会長　田原　一男
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前列 左から　　※（　）内は担当地区等
　青柳　政士（内浦、原）・麻生　孝子（議会推薦）・会長 田原　一男（糠塚）・副会長 俵口　和義（手野、新松原）・
　神屋　種義（海老津、小局、上畑）・俵口　　徹（農協推薦）・戒能　杉雄（吉木）
後列 左から
　神屋　守正（農業共済推薦）・刀根　基光（波津、湯川）・田中　誠二（東黒山、山田）・藤岡　　滿（三吉、野間）・
　広渡　輝男（議会推薦）・廣渡　秀雄（元松原、西黒山）・筑紫　利英（上、下戸切）・深田　明俊（上高倉、高倉）

 任期：平成 26 年７月 20 日～平成 29 年７月 19 日

糠
塚
地
区
で
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ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
18
ａ
を
経
営

�

小こ
た
き滝

　
佳け
い
し史

さ
ん
（
42
）

農
業
と
の
出
会
い　

10
年
ほ
ど
前
に
当
時

生
活
し
て
い
た
関
東
で
、
無
農
薬
有
機
栽

培
の
野
菜
を
販
売
す
る
店
に
た
ま
た
ま
入

り
、
ダ
イ
コ
ン
が
一
本
千
円
で
販
売
さ
れ

て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。そ
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
ず
福
岡
に
帰
郷
後
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
古
賀
市
の
農
家
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
農
業
研
修
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
間
、
北
筑
前
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
新
規
就
農
者
に
会
っ
て
話
を
聞
き
、
新
規
就
農
す
る
な
ら
施

設
園
芸
し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

岡
垣
町
と
の
出
会
い　

就
農
地
を
探
し
て
い
る
と
き
に
、
福
岡
県
農
業

大
学
校
の
方
か
ら
産
業
振
興
課
長
を
紹
介
し
て
頂
い
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
産
業
振
興
課
や
認
定
・
志
向
農
業
者
連
絡
会
の
皆
さ
ん
に
、
非

常
に
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
頂
き
、
糠
塚
地
区
の
空
き
ハ
ウ
ス

を
運
よ
く
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
労
働
力
の
面
か
ら
作
物
は
ト
マ
ト
を

選
択
し
ま
し
た
。
住
居
も
町
内
に
借
り
ま
し
た
。

地
域
に
交
わ
る　

ト
マ
ト
を
作
り
始
め
て
３
年
少
し
経
ち
ま
し
た
が
、

一
番
良
か
っ
た
こ
と
は
、
緑
農
会
（
岡
垣
町
の
青
年
農
業
者
の
会
）、

地
元
消
防
団
、
そ
し
て
農
協
ト
マ
ト
部
会
に
入
っ
た
こ
と
で
す
。
ト
マ

ト
部
会
の
互
評
会
で
は
多
く
の
技
術
を
習
得
で
き
る
し
、
緑
農
会
や
消

防
団
で
は
町
内
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
方
と
知
り
合
い
に
な
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら　

今
年
６
月
に
結
婚
し
た
の
で
、
妻
と
一
緒
に
18
ａ
の
ハ
ウ

ス
で
ト
マ
ト
や
春
菊
な
ど
を
頑
張
っ
て
作
り
ま
す
。
農
業
は
大
変
な
仕

事
で
す
が
、
将
来
は
30
～
40
ａ
ま
で
面
積
を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

農業委員の紹介

新
規
就
農
者
紹
介



　

平
成
21
年
12
月
に
農
地
法
が
改
正
さ

れ
、
相
続
等
に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取

得
し
た
場
合
は
農
地
の
取
得
の
日
か
ら

10
ヶ
月
以
内
に
そ
の
農
地
が
所
在
す
る

農
業
委
員
会
に
届
出
が
必
要
で
す
。
届

出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届
出
を

し
た
り
す
る
と
罰
則
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

※�

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
管
理
の

ご
相
談
や
、
借
り
手
を
探
す
な
ど
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

○ 

国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

○ 

認
定
農
業
者
等
一
定
の
要
件
を
備
え

た
方
に
対
し
保
険
料
の
手
厚
い
国
庫

助
成
（
政
策
支
援
）
が
あ
り
ま
す
。

※�

加
入
の
申
し
込
み
や
ご
相
談
は
、
農

業
者
年
金
基
金
か
農
業
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

農地利用状況調査（農地パトロール）の実施 ！！農地利用状況調査（農地パトロール）の実施 ！！

　岡垣町農業委員会は、農地の利用状況をはじめ、利用意向調査の対象となる農地を把握するため、農
地パトロールを実施していますが、農業経営者の高齢化や後継者不足に加え、不在地主も多くなりつつ
あることなどから、荒廃農地は年々増加傾向にあります。荒廃農地の解消や違反転用防止は、農家の皆
さんと農業委員、行政が協力して取り組んでいかなければならない今後の主要な課題でもあります。
　以下、パトロールの実績と計画の概要を紹介いたします。

　遊休農地は、中山間地域に多く存在し、農業者の高齢化に伴う離農や相続等による不在地主が増加し、
利用されていない農地の耕作放棄地化が進んでいます。
　町内全域を大字ごとに４つに分け、農業委員15人全員を４班に分けて12月～１月にかけて現地調査
を計画しています。

農
地
の
利
用
状
況
調
査

　

平
成
25
年
度
で
は
町
内
全
域

を
大
字
ご
と
に
４
つ
に
分
け
、

農
業
委
員
15
人
全
員
を
４
班
に

分
け
て
12
月
～
１
月
に
か
け
現

地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

農 地 面 積 944ha

遊休農地面積 134ha

農 地 面 積 944ha

遊休農地面積 117ha

遊休農地解消目標面積 2.3ha

遊休農地解消実績面積 16.8ha

遊休農地解消目標面積 2.3ha

平成25年度の実績

平成26年度の計画

農
地
を
相
続
等
で
取
得
し
た

時
の
農
業
委
員
会
へ
の
届
出

充
実
し
た
老
後
生
活
を
送
る

た
め
の
農
業
者
年
金
に
加
入

�

し
ま
せ
ん
か



　

恒
例
の
遠
賀
・
中
間
地
区
農
業
祭
が
『
遠
賀
・
中
間
で

育
む
「
食
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」』
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
12

月
８
日
に
ボ
ー
ト
レ
―
ス
芦
屋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
収
穫
感
謝
祭
・
共
進
会
表
彰
式
が
と

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
表
彰
関
係
者
は
次
の
方
々
で
し
た
。
受
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
町
内
の
農
業

の
実
態
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
４
月
は
「
岡
垣
町

農
業
巡
り
ツ
ア
ー
」
を
、
10
月
に
は
「
枝
豆
狩
り
体
験
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

農
業
巡
り
ツ
ア
ー
は
、
町
内
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

を
対
象
に
、
町
内
農
家
の
各
圃
場
と
Ｊ
Ａ
北
九
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
視
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
い
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

枝
豆
狩
り
体
験
で
は
、
約
三
百
名
の
参
加
が
あ
り
、
好
天

の
も
と
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
み
な
さ

ん
か
ら
は
、
〝あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
来
年
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま

す
＂
と
の
言
葉
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
収
益
金
の

一
部
を
被
災
地
に

寄
贈
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で

は
今
後
も
生
産
者

と
消
費
者
の
交
流

の
輪
を
広
げ
る
取

り
組
み
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

麻
生
　
孝
子

　

第
２
号
い
か
が
で
し
た
か
？
私
事

で
す
が
、
委
員
に
な
り
た
て
の
頃
は

農
業
委
員
会
と
は
何
ぞ
や
と
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
他
の
委
員
の

方
に
ず
い
ぶ
ん
迷
惑
を
か
け
た
と
思

い
ま
す
。
今
で
も
あ
し
で
ま
と
い
に

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
で
も
二
期
目
を
仰
せ
つ
か
り
、

私
な
り
に
地
域
の
農
業
者
の
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

編
　

集
　
後
　

記

編
　

集
　
後
　

記

―
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
―

　

農
地
の
売
買
・
貸
借
・
転
用
の
申

請
手
続
き
は
農
業
委
員
会
へ

　

申
請
締
切
日
は
毎
月
20
日
で
す

☎
０
９
３

－

２
８
２

－

１
２
１
１

発
行
責
任
者

　
　

会　
　

長　

田
原　

一
男

編
集
委
員
会

　
　

委　
員　
長　

俵
口　

和
義

　
　

副
委
員
長　

神
屋　

種
義

　
　

委　
　

員　

麻
生　

孝
子

　
　

委　
　

員　

刀
根　

基
光

　
　

委　
　

員　

広
渡　

輝
男

　
　

委　
　

員　

深
田　

明
俊

表紙のテーマ：今年もおいしい農産物いっぱい！農業祭！！

　

こ
の
農
業
祭
は
生
産
者
と
消
費
者
と
の
連
携
を
深
め
、

共
に
手
を
携
え
て
地
域
農
業
の
進
展
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
地
域
住
民
が
参
加

す
る
機
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

野田嘉之吉 氏（糠塚）
（農業祭実行委員長賞）

辻　　政幸 氏（野間）
（福岡県知事賞）

「
最
優
秀
賞
」

優
秀
賞

吉
田　

隆
幸 
氏
（
東
黒
山
）

 

（
温
州
ミ
カ
ン
）

廣
渡　

正
秀 

氏
（
元
松
原
）

 

（
イ
チ
ゴ
）

優
良
賞

松
本　

哲
夫 

氏
（
海
老
津
）

 

（
温
州
ミ
カ
ン
）

小
野　

秀
敏 

氏
（
東
黒
山
）

 

（
温
州
ミ
カ
ン
）

生
力　

實
裕 

氏
（
手
野
）

 

（
キ
ク
）

第
四
十
九
回
　
農 

業 

祭

消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い

親子で枝豆狩りを楽しむ参加者


